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１．相模大野周辺地区の人口、産業に関する動向
①人口・世帯数の推移
・相模大野駅周辺は概ね増加傾向で推移している。
・町田駅周辺は横ばいから微増傾向、海老名駅周辺は近年の商業開発など
も受け人口が大きく増加。

3Ⅰ 相模大野駅周辺地区の現状

出典：各市住民基本台帳
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4Ⅰ 相模大野駅周辺地区の現状
○人口推計（全市・南区・大野南地区）

出典：相模原市
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・市全体・南区では減少傾向となっているが、大野南地区では2030年まで
は増加する見込み。



5Ⅰ 相模大野駅周辺地区の現状
○大野南地区の人口推計

出典：相模原市
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・大野南地区の人口は2030年までは増加するが、
その後は減少する見込み。
・内訳では、年少人口（0～14歳）、生産年齢人
口（15～64歳）の割合は減少する一方、高齢者
人口（65歳～）の人口と割合は年々増加傾向。



②事業所・従業者数の推移
・相模大野駅周辺は近年、事業所・従業者数とも減少（令和元年に伊勢丹
が閉店する前）。
・町田も近年、小売業などが減少。海老名駅周辺は事業所、従業者数とも
大きく増加し、卸・小売業に関しては相模大野を逆転。

6Ⅰ 相模大野駅周辺地区の現状

出典：経済センサス活動調査(H28)、経済センサス基礎調査(H21,H26)、事業者・企業統計調査（H18)
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２．土地・建物に関する動向

300ｍ

7

比較対象：相模大野駅近
傍の拠点的な駅周辺地区
・相模原駅周辺
・海老名駅周辺
・本厚木駅周辺
・大和駅周辺

Ⅰ 相模大野駅周辺地区の現状

出典：相模原市
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○駅300ｍ圏における施設立地の特徴
（建物用途、神奈川県内）
○相模大野駅周辺
は、戸建・集合住
宅で約４割、商業
系施設が約５割と
なっている（併用
住宅込み）

〇相模大野駅周辺の
特徴として、他の
駅周辺と比べる
と、住宅の割合が
高い。

8Ⅰ 相模大野駅周辺地区の現状

出典：相模原市
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３．相模大野駅等のPOIの分布状況
POI(Point of Interest)：
・地図上の任意の地点、目標地、店舗、施設、ランドマークなどのこと

9Ⅰ 相模大野駅周辺地区の現状

POIの分布・集積状況（ヒートマップ）【令和2年度調査】
・色が濃く表示されている箇所に人が立ち寄る施設が集積している。
➡「三核構造」の３つの核のうち、旧伊勢丹閉店後の「商業・文化の
核」にはスポット（POI）が少ない状況である。

相模大野駅

ボーノ

旧伊勢丹



４．歩行者交通量調査（令和2年度相模原市商業実態調査報告書～ 通行量調査 ～）
○調査地点と交通量（平日10～20時）

10Ⅰ 相模大野駅周辺地区の現状

凡例： （人）歩行者数



○調査地点と交通量（休日10～20時）

11Ⅰ 相模大野駅周辺地区の現状
凡例： （人）歩行者数
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○箇所別時間帯別交通量の経年変化（平日、休日）
・ボーノ開業（平成25年）および伊勢丹閉店（令和元年）により周辺の交通
に変化が生じている。
・コリドー街の歩行者数は、平日は平成２８年に比べて令和２年は半減。休
日は、平成25年の約３万人をピークに平成28年には約２万、令和２年には
約１万人と、７年間で１／３に減少している。

12Ⅰ 相模大野駅周辺地区の現状



５．相模大野駅の乗降客数

13Ⅰ 相模大野駅周辺地区の現状

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響等から、２０１９年から２０２０
年にかけて乗降者数が激減

出典：相模原市統計書



６．相模大野駅周辺のバリアフリーの状況

14Ⅰ 相模大野駅周辺地区の現状

相模大野駅周辺は、相模原市交通バリアフリー基本構想の重点整備地区
となっている。

相模大野駅周辺において、徒歩に
よる移動に利用される経路のうち、
高齢者、身体障害者等の円滑な移動
のために確保されるべき経路
（特定経路）は以下のとおり。

A. 北口駅前広場
B. 市道相模大野駅前通（コリドー街）
C. 伊勢丹及びグリーンホール内自由通路
D. 県道51号（町田厚木）
E. 市道相模大野駅前
（西側地区市街地再開発事業区域内自由通路）
F. (都)相模大野西通り線
G. 市道谷口台東林間
H. 南口駅前広場
I.   市道相模大野

出典：相模原市ＨＰ



Ⅱ 地域住民の意向
１．大野南地区まちづくり会議の報告
○令和2年5月25日
相模大野駅周辺の今後のまちづくり

について、大野南地区まちづくり会議
から、以下のとおり報告書の提出があ
りました。

15

短期的課題
〇伊勢丹相模原店跡地
に必要な機能について

①グリーンホールや相模大野中央公園を訪れる
人々が、余韻を楽しめる施設

②百貨店のような大規模商業施設ではなく、ス
テーションスクエアやボーノ相模大野と競合
しないバランスの良い商業施設

③周辺大学と連携した施設
④行政機能

中・長期的課題

〇相模大野駅周辺の
面的なまちづくりにつ
いて

相模大野駅周辺のにぎわいを創出するため、
以下の施設の活用を検討するとともに、三
核構造の回遊性を確保する。
ア：相模大野中央公園
イ：相模大野立体駐車場
ウ：コリドー街 等

迂回路 コリドー街からグリーンホール等へ続く動
線の確保のため、デッキ等を先行整備し、
市民生活への影響を最小限に抑える。
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Ⅱ 地域住民の意向
２．市民等へのアンケート
○アンケートの目的
「大野南地区まちづくり会議」での議論などを踏まえ、伊勢丹相模原店跡
地を含む相模大野駅周辺のまちづくりについて、多くの市民からの意見を
集約することを目的に実施

○実施方法
・対象者 ：相模原市、県内他市町及び町田市在住で、過去１年間に１回

以上相模大野を訪れた人
・実施期間：令和２年７月８日～１０日

16

○回答者数：
606名



2.5 3 3.5 4

買物に満足できるまちであると思う

ぶらぶら歩いて楽しいまちである思う

広域から人が訪れる魅力をもったまちだと思う

飲食店や娯楽施設が充実しているまちだと思う

銀行や官公庁など生活に便利な施設が充実しているまちだと思う

病院や診療所など医療機関が充実しているまちだと思う

人が集まり、交流できる場があるまちだと思う

イベントや催事などが盛んに行われているまちだと思う

住んでみたい（住み続けたい）まちだと思う

相模大野駅周辺は「相模原市」の顔だと思う

居住地別地区の現状評価

相模原市南区 相模原市内（南区を除く） 相模原市外 合計平均

○駅周辺の現状評価（居住地別）
・総じて、南区居住者からは高い評価を得ている。
特に「買い物に満足できる」、「生活に便利な施設が充実している」、

「住み続けたい」等の評価が高い。
・区外・市外居住者からは、「利便施設」や「住んでみたい」、「市の
顔」などへの評価が低い。

評価：低 高

17Ⅱ 地域住民の意向



○駅周辺のイメージ（居住地別）
南区居住者は、「交通が便利」「明るい」「落ち着ける」「治安が良い」
といったイメージを持っている人が多い。
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18Ⅱ 地域住民の意向



１．既存の公共的空間

19Ⅲ 相模大野駅周辺の公共的空間

①

②

③
④

⑤

⑥
⑦

⑧

⑨⑩

①相模大野中央公園
②コリドー街
③相模大野駅北口駅前広場・ペデストリアンデッキ
④相模大野駅西側地区
東西自由通路（ボーノウォーク）
⑤ボーノ広場
⑥相模大野駅南北自由通路
⑦相模大野駅南口駅前広場
⑧季節の橋
⑨相模大野立体駐車場
⑩相模原市文化会館２階デッキ



20

①相模大野中央公園
面積約２．７haの都市公園法に基づく都市公園
である。2017年に園内の遊具等がリニューアル
されている。

《活用状況》
〇イベント等の実施
・相模大野もんじぇ祭り

開放的な雰囲気の中で音楽と飲食を楽しんでもらい、
相模大野をアピールするイベントで2日間で10万人以上が
来訪する。

・さがみおおのハロウィンフェスティバル
〇日常的にはこどもが遊具で遊ぶ、ジョギングなど
の利用が多い。

Ⅲ 相模大野駅周辺の公共的空間
②コリドー街

幅員16ｍの道路で、歩道部分にアーケードがか
かり、傘を差さず往来できる。コリドー街を含む
北口商店街は、令和２年度時点で約150店舗が加
盟、1/3の約50店が飲食・サービスであり、金融
や製造系などの施設も約70件立地している。

《活用状況》
〇イベント等実施
・アートクラフト春の市、秋の市（フリーマーケット）
・さがみおおのハロウィンフェスティバル
・コリドー市場
（おさんぽマルシェ、女性作家によるハンドメイド展）
・相模大野もんじぇ祭り
・プレもんじぇ
〇コロナ禍の道路占用許可
緩和を活用し、一部店舗
ではテラス営業を実施。
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③相模大野駅北口駅前広場・ペデス
トリアンデッキ
地上部の駅前広場はバスやタクシーなどの交通
広場機能となっており、２階のペデストリアン
デッキは駅前の３つの通り（コリドー街、パー
クサイド、キャンパス）他、ボーノ相模大野な
どにアクセス可能である。

《活用状況》
○イベント等実施
・アートクラフト（フリーマーケット）
・相模大野で「福は内」
・相模大野カレーフェスティバル
・ちょい呑みフェスティバル
・さがみおおのハロウィンフェスティバル

Ⅲ 相模大野駅周辺の公共的空間
④相模大野駅西側地区東西自由通路
（ボーノウォーク）
ボーノウォークは１階、２階に整備されており

（ペデストリアンデッキとは２階で接続）、２階
部分には３層分の高さの大屋根が架けられ、天候
に左右されず通行することが可能である。

《活用状況》
〇イベント等実施
・アートクラフト（フリーマーケット）
・大野南ふるさとまつり、相模大野ふるさとまつり
・さがみおおのハロウィンフェスティバル
・福祉バザー
・ボーノの夏祭り

フリーマーケットの様子防災イベントの様子
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⑤ボーノ広場
市街地再開発事業により整備された広場であ
る。２階のデッキからの視認性は高く、イベン
ト時などデッキから眺めたり写真を撮ったりす
る人も多く見られる。

《活用状況》
○イベント等実施
・大野南ふるさとまつり、相模大野ふるさとまつり
・さがみおおのハロウィンフェスティバル
・相模大野もんじぇ祭り
・アートクラフト春の市・秋の市
・ボーノの夏祭り
・交通安全キャンペーン
・クリスマス
ゴスペルライブ

Ⅲ 相模大野駅周辺の公共的空間
⑥相模大野駅南北自由通路

駅ビル「ステーションスクエア」の３階部分に
配置されている、５層分の吹抜のアトリウム空間
である。駅利用者やステーションスクエア利用者
により、日常的に人の往来が非常に多い。

《活用状況》
〇イベント等実施
・相模大野で「福は内」
・ステーションピアノ事業
・その他、行政主催のイベント、インストアライブや演奏会、
展示会なども開催されている。
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⑦相模大野駅南口駅前広場
南口は、バスやタクシーの停留所の他、乗用車
が一時的に止まれるスペースがある。駅からエ
スカレータを降りた先に広場がある。

《活用状況》
○イベント等実施
・相模大野で「福は内」
・さんま祭り
・鶴の恩返し（太鼓や神輿の競演イベント）

Ⅲ 相模大野駅周辺の公共的空間
⑧季節の橋

県道51号（並木通り）に架かる橋。橋上にはベ
ンチが設置されていることで、休憩スペースとし
ての活用や、集える場所にもなっている。（伊勢
丹閉店前）

《活用状況》
○現在通行止めとなっており、日常的な利用はない。
○イベント等実施
・アートクラフト春の市・秋の市

さんま祭りの様子 鶴の恩返しの様子

相模大野で「福は内」の様子

季節の橋
※↑伊勢丹相模原店閉店前に撮影
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⑨相模大野立体駐車場
１階部分にバス・タクシー乗り場のある市営の
駐車場。収容台数は自動車794台、バイク62台。
現在は、利用率に合わせ、地下１階、５階、屋上
は閉鎖しており、利活用について検討をしてい
る。

《活用状況》
○道路法や都市計画法等
の規制があるため、
駐車場用途以外の
日常的な活用はない。

Ⅲ 相模大野駅周辺の公共的空間
⑩相模原市文化会館（相模女子大学
グリーンホール）２階デッキ
グリーンホール入口から中央公園までをつなぎ、

グリーンホール敷地内に併設されている図書館や
メディカルセンターにもアクセスできるデッキで
ある。伊勢丹相模原店が閉店した現在は通り抜け
できなくなっている。

《活用状況》
○現在通行止めとなっており、日常的な利用はない。

通路部分グリーンホール入口



伊勢丹相模原店跡地においては、野村不動産株式会社
の（仮称）相模大野4丁目計画が２０２５年に竣工予定。
マンションの1階、2階の一部は、商業・地域貢献施設
となる予定であり、２階の歩行者用通路（公共歩廊）が
開通し、広場が設置されることにより、公共歩廊は中央
公園から駅までをつなぐ主軸になり、広場が将来的に活用
できる空間となる。

２．将来的に活用できる公共的空間

25Ⅲ 相模大野駅周辺の公共的空間

（仮称）相模大野4丁目計画地広場

公共歩廊のイメージ図
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相模大野駅

ボーノ
相模大野

相模大野中央公園

地上レベルの動線

公共的空間

キ
ャ
ン
パ
ス
通
り

コ
リ
ド
ー
街 秋の小路

夏の小路

春の小路

低未利用地の他、
施設更新時などに
建物内、敷地間な
どにおいて路地空
間を形成

Ⅲ 相模大野駅周辺の公共的空間
３．相模大野駅周辺におけるネットワーク形成のイメージ

2Fレベルの動線



27Ⅳ 相模大野駅周辺の商店街
１．４つの商店街と商店会

①

②

③
④

⑤

⑥
⑦

⑧

⑨⑩

相模大野駅周辺の商店街と商店会
①銀座通り商店街（相模大野銀座商店街振興組合）
②北口商店街（相模大野北口商店会）
③女子大通り商店街（女子大通り商工振興会）
④南新町商店街（相模大野南新町商店街振興組合）



28Ⅳ 相模大野駅周辺の商店街

名 称 設立年 会員数
（人）

業種構成（店）

買回り 飲食・
サービス 最寄り

業務用品
（建材、畳
等）

その他
（卸売・金
融、製造
等）

相模大野銀座
商店街振興組合

昭和38
（昭和61） 70 13 44 7 0 6

相模大野
北口商店会 昭和25 149 15 52 4 10 68

女子大通り
商工振興会 昭和37 38 2 20 10 2 4

相模大野南新町
商店街振興組合

昭和39
（昭和62） 50 3 27 2 0 18

4商店会合計 307 33 143 23 12 96

２．４つの商店会の概要（令和２年度）

※（ ）については、法人化した年。
※ 会員数には、賛助会員、特別会員等を含む。



29Ⅴ 市民・大学等との連携
ユニコムプラザさがみはら

〇年度別利用者・登録団体数の推移

「大学との連携で新たな地域活動と市民活動の創造を」
ユニコムとは英語の大学（University)と
地域社会・共同体(Community)のUni（ユニ）Com（コム）をつなげた造語です。
地域活動や市民活動を行う市民と高度な専門性や豊富な人材を有する大学が
連携して、福祉、健康、環境等、新しい地域活動や市民活動を想像する地域と
大学の連携を推進する施設です。（平成２５年３月１５日～）



30Ⅴ 市民・大学等との連携
〇ユニコムプラザさがみはらの主な事業・イベントと参加者数
■オーサーズカフェ
開所以来２００回以上開催し、延べ８３００人以上が参加されてい

る人気ミニセミナーです。医療や福祉、大学の地域貢献、美術・音楽
等の芸術など「身近な話題」をテーマに開催しています。（毎月第
２・４土曜日開催）
各回30~50名×年24回

■市民・大学交流会
大学との連携を望む個人・団体と大学とが交流する場所としてのイ

ベントです。「地域連携への考え方」、「大学の得意分野」、「協力
を要請したい分野」などのテーマで開催しています。（年６回程度開
催）

各回30~50名×年6回

■さがみはら地域づくり大学
市民や団体が、協働の観点での地域活動や市民活動を促進するた

めに役立つ知識や技術を体系的に学べる場として開催しています。
ワークショップや見学などを取り入れ、協働に親しみやすくしていま
す。（7～1月開講）

講座数：13～15講座 講座ごとの延べ受講者数：約120名



31Ⅴ 市民・大学等との連携
〇ユニコムプラザさがみはらの主な事業・イベントと参加者数
■まちづくりフェスタ
まちづくりをテーマとして市民と大学の協働事業の成果を発表

し、成果の共有と、交流のネットワークの拡大を目的に開催してい
ます。多くの方に楽しみながら知って、体感してもらうイベントで
す。（毎年１０月開催：R2・R3は感染防止対策のため展示形式で実
施）

H30：45団体273名、来場者数約2,000名

■まちづくりモデル事業
市民が大学と連携・協働し、地域の課題解決及び活性化を図るた

め、具体的なテーマに基づき定期的に活動する団体の事業を認定し
支援しています。R3年度は、１４団体を認定しています。（各団体
が通年で開催）

月１回5～20人×12ヵ月×14団体

■橋渡し・相談事業
市民と大学が連携を深め、課題を共有し、大学の専門性と人材を

活用しながら、地域課題の解決や地域の活性化に取り組むための事
業です。R2年度は、２８件が完了しました。

年間相談件数：約150件 年間橋渡し件数：26～28件


